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はじめに

　第30回リトミック国際大会は，1992年７月29

目團から８月７目脂までの10日間，ジュネー

ブ・ジャック＝ダルクローズ研究所（lnstitut

Jaques＝Dalcroze）とリトミック教育者国際連盟

　（LaF6d6ration lntemationale des Enseignants de

Rythmique）の主催により開催された。今大会は，

ジャックこダルクローズ研究所の改築を記念し

たことと，Ｆ．Ｉ．Ｅ．Ｒリトミック教育者国際連

盟会長・Claude Bommeli Hainardeの辞任式

などが行われた。

　この大会は，音楽教育学会や他の研究会のよ

うに研究発表や討議中心の運営ではなく，実技

講習を中心とした内容で，ワークショップや参

加各国のデモストレーション，教師による演貴

会の開催などの特色があるため，講習を通して

身体運動や身体表現など『動き』に関する理解

を深め，さらに，それらを領域『表現』にどの

ように生かしていくことが望ましいかを研究目

的とし参加した。

　大会参加国は，ドイツ，オーストリア，スペ

イン，アメリカ，フランス，イギリス，イタリ

ア，イスラエル，ポーランド，スウェーデン，

スイス・アルマニック（独語地域），スイス・ロマ

ンド（仏語地域），アルゼンチン，ベルギー，ギリ

シャ，日本などより約260名の参加者であった

が，ジャック＝ダルクローズ研究所を主会場と

して，市内３つの施設の体育館やリトミック教

室が準備され，円滑な運営がなされた。

　講習会やワークショップの講師として，アメ

リカ，スイス，オーストラリア，ドイツ，フラ

ンス，イギリス，イスラエル，イタリア，カナ

ダ，ポーランド，日本より国際的に活躍してい

る教授達27名が担当し，それぞれに個性的な授

業が展開された。今回これらの講義を受講する

ことにより，『音楽と動き』というものを他分野

と関連させながら考えられるようになったと感

じており，大会プログラムや授業内容を紹介し

ながら考察して行きたいと思う。

講習会プログラムについて

１

１日のスケジュール

9 :00～12 : 00

　グループ別クラス授業

14 : 30～16 : 30

　ワークショップ（Ｄ及びE）

17 : 00から及び20 : 30から

　ビデオ，デモストレーション，コンサー

　ト，Ｆ．Ｉ．Ｅ．Ｒの会議，その他

２．リトミックのグループ別クラス授業

　　Ａグループ

　　　リトミックの教師及びリトミック専攻の

　　　学生対象

　　Ｂグループ

　　　グループＡ以外でリトミックの経験のあ
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　　　る人を対象

　　Ｃグループ

　　　リトミックの経験のない人を対象

３．Ｄワークショップ（連続４日間受講）

　　参加者は，以下の中から１つまたは２つの

　　ワークショップを選択して受講

Ｄ１．ピアノの初級即興演奏

　　　　(ピアノの演奏が上級レペルであること)

Ｄ２．ピアノの上級即興演奏

　　　　(ピアノの演奏が上級レベルであり，即興

　　　　演奏の能力があること)

Ｄ３．ピアノ以外の楽器による即興演奏

　　　　(楽器の演奏及びその楽器を持参できるこ

　　　　と)

Ｄ４．ソルフェージュ教育のダルクローズ

　　　式テクニック(Ａグループのみ)

Ｄ５．ジャック＝ダルクローズの考え方に

　　　基づいたボディーテクニックから身

ジャック＝ダルクローズ研究所外観
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Ｄ６

Ｄ７

Ｄ８

Ｄ９

体による表現方法まで

舞台芸術へのリトミックの応用

コンピューターによる動きの音楽化

　(Ａグループのみ)

リトミックと演劇表現

マリオネットの操作法

４．Ｅワークショップ

　　(毎日開講・受講期間１日)

Ｅ１．リトミック

Ｅ２．フォークダンス（世界各国）

Ｅ３．ジャック＝ダルクローズの歌

Ｅ４．教育実習（Ａグループのみ登録必要）

５．その他，パネル展示（各国のリトミックにっい

　て写真と解説の展示）や書籍・楽譜・テープ・Ｃ

・Ｄの販売，更にジャック＝ダルクローズ研究

　所の図書室が開館され，楽譜・研究書・文献

　などの閲覧を行うことができた。

講習の形態について

　まず，リトミックのグループ別クラス授業で

は，グループＡはリトミックの専門的内容と思

われたため,幼児教育に役立てることを考慮し，

グループＢを受講した。このクラス授業におい

ては,同一講師が２回以上担当することがなく，

各講師毎のテーマによる授業が行われた。その

ため，同一講師の場合は継続性が見られたが，

その他では継続性は見られなかった。

　ワークショップＤにおいては，同一講師によ

る４日間連続の授業が行われた。そのため，４

日間の授業の集大成として，閉会式で発表する

講座もあったが，中には受講生が他のワークシ

ョップヘ移動し人数が減少した講座もあった。

もちろん他の講座への移動は原則的には許可さ

れていないのだが，登録の際に希望と異なるワ

ークショップヘ回された場合や，授業内容が自

分に不適当であると判断した場合に，自主的に

他へ移動するということが多かったように思わ

れた。また，前半４日間をワークショップＤを



受講した場合，後半４日間はワークショップＥ

を受講し，前半４日間をワークショップＥを受

講した場合，後半４日間はワークショップＤを

受講するシステムであった。

　ワークショップＥにおいては，Ｅ２（フォーク

ダンス）とＥ３（ジャック＝デルタローズの歌）は，

前半後半ともに同一講師によりいろいろなダン

スや歌の指導が行われたが，Ｅ１は毎回講師が

異なりしかもＡ～Ｃまでのグループの人達が自

由に参加するため，各講師によるバラエティー

に富んだ内容のリトミックが展開された。

　次に，いくつかの印象深かった授業について

クラス別授業を中心にまとめてみることにす

る。

授業内容について

1）M.L.Hatt-Amold教授（スイス）による授

　業の展開と方法について

＜日　　　時＞７月30日　9 :00～10 : 30

＜受講クラス＞Ｂ１クラス

〈授業目的＞Simpleなステップをベース

　　　　　　　にした体内リズムの感受

ａ)ブリージンク

　１．鼻を使い，首を前後(左右)に動かしな

　　がらブリージングを行う。

　２．身体を下に曲げ，腕の力を抜きだらり

　　と下に落としてリラックスする。息を吸

　　いながら身体を徐々に立てていく。

ｂ)フレーズの指導

　　教授のピアノを聞きながら，自分の感じ

　たテンポをステップする。次に，自分の好

　きな曲を歌いながら同様にステップする。

　この時に，教授はイタリア青年の歌を取り

　上げ，フレーズ指導の教材とする。

　１．歌を歌いながら４拍子の指揮を行う。

　　　　　１　・　２　・　３　・　４

　　　(手拍子)(干を肩)(手を横)(手を上)

　２．フレーズ毎に左右の腕をチェンジして
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　　指揮を行う。

　３．ステップを加え，フレーズ毎に前後の

　　方向を変える。

　　　　　　　イタリアの歌

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ･ ･ ･ - = ･ = = ＝ ＝ ・ = - ＝ - = ･ - ･ ･ ･

ｊ ’ 　 　 　 　 　 　 　 　 ･ , ” ’ ¨ ’ - ． ． ． ” ¨ ， ‾ ･ ‾ ･ ‾ － － - ･ ･ ･ 　 　 　 　 　 －

　 - ． 　 　 　 　 一 一 Ｊ ’ 幽

， ･ ● 　 　 　 　 　 ． ａ ． ． ■ ． ． ． 　 　 　 　 　 　 －

　 　 ･ ㎜ 　 　 　 　 = ･ ㎜ 　 　 　 　 　 　 　 皿 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 　 　 　 　 　 　 ■ ㎜ ㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ 　 　 　 ■ ㎜ ■ ･ ■ ㎜ 　 　 　 　 　 ・

-

ｃ）ソルフェージュ

　１．両手で2，3，4，拍子の指揮をしながら

　　１拍目に指定された音をラで歌う。

　２．ピアノの音高に合わせて２音をラで歌

　　う。上音は手拍子，下音はひざ打ちを合

　　わせて行う。

　３．ピアノの音高に合わせて３音をラで歌

　　う。上音は手拍子，中音は無動作，下音

　　はひざ打ちを合わせて行う。

ｄ）手拍子と動き

　１．ピアノに合わせて（Ｊ・刀引）に

　　手拍子を変化させる。

　２．ピアノを聞きながら，あまり移動をせ

　　ずに，身体全体を使い手拍子と身体の表

　　現を行う。特に，手拍子は感情をこめ自

　　在に腕を動かす。この場合，手拍子が感

　　情移入に大変役立っていた。

e）Simpleなステップ

　１．ピアノに合わせてステップを行う。

　　　Tempo primo（音楽を感じながら美しく

　　　　　　　　　　　　　Simpleにステップ）

　　　Fast and Small（駆け足にならないよう

　　　　　　　　　　　　　　に）

　　　Slowly（身体は，NO Expressionでつま先

　　　　　　　　をすべらせ，静かにバイオリンの

　　　　　　　　弓を引くようにステップする）

Ｏイメージトレーニング

　　ピアノを聞きながら，自分の感じたまま

　にステップする。止まったり，あるいは激
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しく動いたりしながら，他ともコミュニケ

ーションを取り合う。また，Simpleなステ

ップをベースにして，速さを合わせるので

はなく，身体内でのリズムを感じながら感

情移入を行い，更に目も表情・表現として

同化させていく。

ｄ）感想

　　講習会初日の授業ということもあり，大

　変丁寧な指導であった。特に，ブリージン

　グやSimpleなステップは集中力を高め，

　自身の感じたままのリズムを自然に表現す

　ることが出来た。

2)Sandra Nash教授(オーストラリア)による授

　業の展開と方法について　N0.1

＜日　　　時＞８月１日　10 : 40～12 : 00

＜受講クラス＞Ｂ１クラス

＜授業目的＞２拍子と３拍子における動き

　　　　　　　の対比

ａ）グループ表現

　１．指定された人数のグループで，教授が

　　黒板に描いた図形を作る。できるだけ言

　　葉を使わず，目や身体でコミュニケーシ

　　ョンを取りながら作っていく。

ｂ）ミラー表現（ピアノ使用）

　１．ステップの途中，“Ｔｗｏ”という合図で

　　２人組になる。ピアノを聞きながら自由

　　に表現しあう。

　２．２人で向かい合い，ＡとＢで６拍交替

　　で正確にコピーをしあう。“ツター”など

　　の声も自由に使い行う。

　３．前項の６拍を３拍と３拍の２フレーズ

　　に分け，２つの動きにする。ＡとＢで交

　　互に正確にコピーしあう。

ｃ）自由表現（コンガ使用）

　１．Ａは２拍子，Ｂは３拍子でそれぞれ自

　　由に表現する。フレーズのはじめに軽く
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ミラー表現の授業風景

アクセントをつけて，目や声を使いコミ

ュニケーションを図りながら行う。教授

の指示により拍子を交替する。

jぺ」Ｊ

　　Ｗ

Ｂ　」」 jj

W

Jj」

J

jＪ

W

ｄ）リズムステップ（ピアノ使用）

　１．ＢをステップしながらＡを手拍子

　２．ＡをステップしながらＢを手拍子

　
　
　
　
　
ｊ

ｊ　
　
　
　
　
ｊ

Ｊ
　
　
ｊ

　
Ａ
　
　
　
Ｂ

ｅ）ソルフェージュ

●

　　　　　５６　７１２３　４５

１．音名（ドレミ）で上記のスケールを歌い

　最後に主音を歌う。

２．数字（英語）で同様に歌う。



３．前項ｄ）のＡのリズムで歌い，合図で

　Ｂのリズムにチェンジする。

∩歌を歌いながらリズム表現

　1 . Sammy’s Bath （B.Britten作曲）を歌い

　　ながら，メロディーを手拍子する。

　２．１拍目のみ手拍子する。

　３．メロディーをステップする。

　４．拍を手拍子しながら，メロディーをス

　　テップする。

　　　　　　　Sammy’s　Bath

特匹プヅ⊃尚匹]士言

出ご

ｽﾞﾚﾌﾞし几

･

ﾌﾞﾝｽﾞ宍⊇⊇⊇]

]

゛　U

＝7三三回

re is

＝　flﾑﾑD‾　shojごof

sparks, The

　

　child,ren　　　run　ny 一一ing　　to fetch what they're

t　bid,den
for wash･ing and dry･ing the sweep boy－they're hidden

ｇ）感想

　　はじめにミラー表現を行ったことによ

　り，相手の動きを捉えるためにはブリージ

　ングに集中していなければならないという

　ことを理解することが出来た。

　　また，最後に歌を歌いながらリズムステ

　ップを行うことにより心理的に解放され，

　学習が総合的に行われたことを認識した。

3)Sandra Nash教授(オーストラリア)による授

　業の展開と方法について　N0.2

＜日 時＞８月４日　9 :00～10 : 30

＜受講クラス＞Ｂ１クラス

＜授業目的＞ブリージングや模倣表現，あ

　　　　　　　るいは意思表現やリラックス

　　　　　　　の体験

ａ）自由歩行

　１．つま先・かかと・Ｘ脚型・Ｏ脚型・ナ

　　チュラルのいろいろな方法で自由に歩

　　く。
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ｂ）ブリージング

　１．両手を絡み合わせてプリーズ・インし

　　ながらゆっくり上に上げる。次ぎに，歯

　　の間から少しずつプリーズ・アウトしな

　　がら両手を大きなツリこのように広げ

　　徐々に下げていく。

　２．前項のプリーズ・アウトの時に，鳥の

　　鴫き声の真似など声を入れて行う。

　３．直角に屈み両手を前方に仲ばす。手を

　　絡み合わせてぐっと力を入れて仲ばした

　　ら，一気に力と息を抜き，身体も手もだ

　　らりと下に落としぶらんぶらんの状態に

　　なる。

ｃ）ブリージング（２人組）

　１．Ａがダイレクトに背中に息を入れる。

　　Ｂは後ろから腰の上に于を置いてブリー

　　ジンクの状態を確認する。

　２．Ａは猫のような格好でブリージングを

　　行う。Ｂが軽くTouchした所をＡは猫の

　　ようなPush動作をしながらブリージン

　　グを行う。ＢはＡの様子を観察しながら

　　次々にTouchの場所を変えて行く。

ｄ）模倣表現（２人組）

　１．目や息などを呼応させ，後ろの人は前

　　の人の動きの模倣をする。（自由な動き）

　２．前項を，走る･歩くのみの動作で行う。

　　その際に正確なReadionが要求され，

　　その困難さと大切さを認識した。

ｅ）模倣表現（リーグ一対集団）

　１．リーダーの動きをその他全員が追いか

　　けながら模倣する。リーダーは身体だけ

　　でなく，目や顔で意思表現を行う。

　２．リーダーは最後にターンをしてポーズ

　　を決め，次のリーダーに向かって何らか

　　の合図を送る。その他の人達は，常にリ

　　ーダーからの合図に応えられるようリー

　　ダーの動きに集中していなければならな

　　い。
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Ｏ拍を感じる

　１．ピアノで示された拍子の人数になって

　　拍をステップする。

　　　　３　　６　　４　　２　　３　　　----●－---●　　●--●-一一一一
　　　　４　　８　　４　　４　　８

ｇ）感想

　　動きの指導がブリージングを基礎とした

　感覚的なものであるにもかかわらず，その

　指導内容全体は機能的に構成されており，

　授業内容の構築の確かさに感嘆した。

4)Lisa Parker教授(アメリカ)による授業の展

　開と方法について

＜日　　　時＞８月２日　10 : 40～12 : 00

＜受講クラス＞Ｂ１クラス

＜授業目的＞補足リズムとクルーシス，ア

　　　　　　　ナクルーシスの体験

ａ）下記のリズムを使って次のような動作を

　行う。

　　　べみ4･

訃

乙
｀
ｊ

ｉ
Ｓ
‘

Ｊ
６

　
’
ｌ
ｉ

　
ｊ罰

則

　
－
ｊ

　
ｊ

　
ｊ

ン

謳

　１．補足リズムをFinger Clapする。

　２．３小節めの４分休符の部分のみアクセ

　ントをつけて手拍子する。

３．手や腕を使って補足リズムの表現を行

　う。　１小節目と２小節目の休符では静か

　な動作を行う。例えば，幽霊のように力

　を抜いて片手先を変化させたりする。　３

　小節目の休符部分では両手で驚いたよう

　な動作を行い，４小節目の休符部分では

　静かな動きに戻す。

４．上記のリズムをタンブリンを使って４

　小節のクレッシェンドの音符打ちを行

　う。前に前に押し出すように打つ。
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５．１小節目と２小節目をタンブリンでエ

　コーのように打つ。

６．２人組でリズムと補足リズムに分か

　れ，タンブリンを打つ。リズムの人は動

　さをつけて前や後ろに身体を引いたり，

　あるいはジャンプしたりしてリズムを盛

　り上げ，補足リズムの人はリズムの人に

　共鳴した動きを同一線上で入れていく。

ｂ)クルーシスとアナクルーシス

　１．教授がテニス・ボール投げ・ボーリン

　　グの動作をする。生徒は，教授がボール

　　を投げた時，タンブリンで拍(クルーシス)

　　を打つ。

　２．教授がボール投げの動作に入っ時，生

　　徒はタンブリンをくすぐり続けるげナク

　　ルーシス)｡教授がボールを投げ九時,タン

　　プリンで拍(クルーシス)を打つ。

　３．ピアノに合わせて指揮し，プレスでア

　　ナクルーシスを感じる。

　４．ピアノに合わせての動きの上行

　　(energy up)によりアナクルーシスを感

　　じ，動きの下行(energy down)によりメタ

　　クルーシスを感じる。
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ｄ）感想

　　タンプリンを使ったリズムと補足リズム
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のリズム打ちは，集中力と心地よい緊張感

を感じながら動くことができた。また，ス

ポーツの動作を取り入れることにより，楽

しくクルーシスとアナクルーシスを学ぶこ

とができ，卓越した指導力を感じた。

タンブリンによるリズムと補足リズムの授業風景

５）その他の授業について

　　これらの他に，多くのすばらしい授業が行

　われた。特に，ブリージングや自由な歩行に

　よる体内リズムの感受からの導入は多くの授

　業に共通して行われていた。また，壁に向か

　って感情移入をしながら進んだり，ピアノを

　使用せず音声のみの表現や合気道のような指

　導も行われた。

　　前述の授業内容でも分かるように,「チュー

　インガムのように両手を動かして」や「マグ

　ネットのように」など，どの授業においても

　動きに対して適切なアドバイスがなされてい

　た。

まとめ

　今大会の講習会を受講することにより，ブリ

ージングやコミュニケーションを基礎とした動

きや，緊張と弛緩やリラックスを経験すること

により，生命の大切さという人間教育を実感す

ることができた。

　現在,日本の幼児教育においてリトミックは，

リズム運動を中心に模倣表現やリズム遊び・即

時反応などの指導が行われる傾向にあると考え

られる。しかし，更に保育における領域『表現』
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を考える時，日常生活における個々の表現の受

け止め，環境から発せられる様々な生命エネル

ギーなどと言ったようなことにもっと価値を見

出だすことが大切なのではないだろうか。

　そのため，私たちがこれかぶ保育者を養成す

るにあたって，子どもや多くの生命を慈しむこ

との出来る保育者を養成することが必要なので

はないだろうか。それ故，これらのことを少し

でも多くの学生に『動き』を通して体験させる

ことを今後の課題にしたいと考えるのである。

　最後に，今回の講習では著作権の関係上ビデ

オやテープ録音が禁止されていたため，動きな

がらの記録には不備が多く，参加者同志の協力

によりようやく授業内容のまとめを行うことが

できた。これらの方々のご協力と，今大会参加

のお世話をして下さいました国立音楽大学の馬

淵明彦先生，白梅学園短期大学の福嶋省吾先生

に深謝致します。

大会参加証明書
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